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晩
清
（
清
朝
末
期
）、
特
に
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜
一
八
九
五
）・
戊ぼ

戌
じ
ゅ
つ

変

法
（
一
八
九
八
）
以
後
の
中
国
文
学
界
は
、
欧
米
や
日
本
の
小
説
を
大
量
か
つ

急
速
に
吸
収
し
、
翻
訳
小
説
の
急
成
長
の
時
代
を
迎
え
た
︒
そ
の
う
ち
、
日

本
語
を
通
じ
て
翻
訳
さ
れ
た
作
品
は
、
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
お
り
、
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
︒
本
書
は
、
晩
清
中
国
に
お
け
る
日
本
語
小
説
の
翻

訳
を
全
面
的
に
検
討
し
て
お
り
、
中
国
近
代
翻
訳
文
学
研
究
、
日
中
近
代
文

学
関
係
研
究
に
お
け
る
近
年
の
重
要
な
研
究
成
果
と
称
す
べ
き
一
冊
で
あ
る
︒

　
全
書
の
分
量
は
二
十
一
万
五
千
字
、
二
〇
一
頁
で
あ
り
、
本
文
は
三
部
九

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
少
し
長
く
な
る
が
、
目
次
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
︒

第
一
部
「
晩
清
小
説
の
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
」、
第
一
章
「
総
論
」、
第
二
章

「
晩
清
小
説
の
特
徴
と
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
―
―
晩
清
四
大
小
説
雑
誌
と
﹃
新
小

説
』
の
状
況
」、
第
三
章
「
知
ら
れ
ざ
る
「
文
豪
」
―
―
徳
冨
蘆
花
を
例
と
し

て
」︒
第
二
部
「
欧
米
－
日
本
－
晩
清
―
―
文
芸
思
潮
の
間
接
的
取
捨
選
択
」、

第
四
章
「
虚
無
党
小
説
と
無
政
府
主
義
思
潮
に
つ
い
て
」、
第
五
章
「
晩
清
に

お
け
る
戦
争
小
説
翻
訳
の
整
理
と
文
芸
思
潮
に
つ
い
て
―
―
戦
争
小
説
は
な

ぜ
中
国
で
冷
遇
さ
れ
た
か
」、
第
六
章
「
晩
清
科
学
小
説
と
世
紀
末
思
潮
―
―

二
つ
の
﹃
世
界
末
日
記
』
を
例
に
」、
第
七
章
「
東
西
交
錯
下
の
晩
清
冒
険
小

説
と
世
界
秩
序
」︒
第
三
部
「
日
本
－
晩
清
―
―
文
芸
思
潮
の
直
接
的
取
捨
選

択
」、
第
八
章
「「
政
治
」
と
「
人
情
」
の
間
で
―
―
晩
清
政
治
小
説
と
明
治

政
治
小
説
論
」、
第
九
章
「
晩
清
の
日
本
語
小
説
翻
訳
に
お
け
る
硯
友
社
系
小

説
―
―
日
中
文
壇
の
言
情
小
説
」︒
巻
末
に
は
付
録
と
し
て
著
者
が
整
理
し
た

「
晩
清
日
本
語
小
説
翻
訳
書
目
録
（
一
八
九
八
〜
一
九
一
一
）」
が
収
め
ら
れ
て

書
評李

艶
麗

『
晩
清
に
お
け
る
日
本
語
小
説
の
翻
訳
及
び
紹
介
に
関
す
る
研
究
　

（
一
八
九
八
〜
一
九
一
一
）』

李
艳
丽
著
﹃
晚
清
日
语
小
说
译
介
研
究
（1898- 1911

）』

上
海
：
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
四
年

竇
　
新
光
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い
る
︒（
以
上
の
章
題
翻
訳
は
書
評
者
に
よ
る
︒）

　
日
中
近
代
文
学
関
係
の
研
究
書
は
、
中
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
お

よ
そ
二
年
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
さ
れ
て
き
た
︒
書
評
者
の
調
査
で
そ
の

重
要
な
例
を
あ
げ
る
と
、
王
暁
平
﹃
近
代
中
日
文
学
交
流
史
稿
』（
長
沙
：
湖

南
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
張
福
貴
・
靳
叢
林
﹃
中
日
近
現
代
文
学
関
係

比
較
研
究
』（
長
春
：
吉
林
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
王
向
遠
﹃
二
十
世

紀
中
国
的
日
本
翻
訳
文
学
史
』（
北
京
：
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

方
長
安
﹃
選
択
・
接
受
・
転
化
―
―
晩
清
至
20
世
紀
30
年
代
初
中
国
文
学
流

変
与
日
本
文
学
関
係
』（
武
漢
：
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
康
東
元

﹃
日
本
近
現
代
文
学
翻
訳
研
究
』（
上
海
：
上
海
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九

年
）、王
志
松
﹃
小
説
翻
訳
与
文
化
建
構
―
―
以
中
日
比
較
文
学
研
究
為
視
角
』

（
北
京
：
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
︒
日
本
で
も
、
齋
藤

希
史
﹃
漢
文
脈
の
近
代
―
―
清
末
＝
明
治
の
文
学
圏
』（
名
古
屋
：
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
を
初
め
と
し
た
重
要
な
著
作
が
出
版
さ
れ
て
き
た
︒

　
上
記
の
研
究
書
は
だ
い
た
い
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
前
半
な
い
し
後

半
に
か
け
て
の
比
較
的
長
い
範
囲
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
李
艶
麗
の
著
作

は
年
代
を
「
一
八
九
八
年
（
戊
戌
変
法
）
〜
一
九
一
一
年
（
辛
亥
革
命
）」
と

い
う
日
本
語
小
説
の
翻
訳
が
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
清
朝
最
後
の
十
四
年
間

に
絞
り
込
ん
で
い
る
︒
ま
た
こ
の
時
期
に
対
し
て
本
書
以
前
の
研
究
は
、
主

に
断
片
的
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
概
論
的
論
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
本
書

は
、
晩
清
日
本
語
小
説
の
翻
訳
を
「
欧
米
－
日
本
－
晩
清
―
―
文
芸
思
潮
の

間
接
的
取
捨
選
択
」
と
「
日
本
－
晩
清
―
―
文
芸
思
潮
の
直
接
的
取
捨
選
択
」

と
分
類
し
た
う
え
で
、
晩
清
小
説
の
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
出
現
に
日
本
が
与

え
た
影
響
か
ら
検
討
し
始
め
、
外
交
探
偵
小
説
・
虚
無
党
小
説
・
戦
争
小
説
・

科
学
小
説
・
冒
険
小
説
・
政
治
小
説
・
言
情
小
説
な
ど
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
日
本
語
底
本
を
考
証
し
、
翻
訳
過
程
に
発
生
し
た
微
妙
な
変

容
や
日
中
近
代
文
学
の
相
違
な
ど
に
つ
い
て
、
全
面
的
か
つ
深
層
的
に
論
証

し
て
い
る
︒
本
書
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
短
い
期
間
に
お

け
る
日
本
語
小
説
の
翻
訳
を
体
系
的
に
ま
と
め
、
さ
ら
に
詳
し
く
深
く
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
︒

　
清
朝
末
期
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
、
中
国
が
日
本
か
ら
受
け
入
れ
た
小

説
に
は
、
日
本
人
が
創
作
し
た
作
品
と
日
本
人
が
翻
訳
・
翻
案
し
た
西
洋
の

作
品
の
二
種
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
学
界
で
は
そ
の
区
別
を
曖
昧
な
ま
ま
に

し
て
「
日
本
小
説
」
と
い
う
用
語
を
一
般
的
に
使
用
し
て
き
た
︒
こ
れ
に
対

し
て
李
艶
麗
は
、「
日
本
小
説
」
に
替
え
て
「
日
語
小
説
（
即
ち
日
本
語
小
説
）」

と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
︒「
日
本
語
小
説
」
と
い
う
用
語
に
は
、
日
本

人
が
創
作
し
た
作
品
と
日
本
人
が
翻
訳
・
翻
案
し
た
西
洋
の
作
品
の
両
方
が

含
ま
れ
る
の
で
、
従
来
の
「
日
本
小
説
」
よ
り
も
研
究
対
象
の
性
質
が
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
︒
管
見
の
限
り
、
清
末
民
初
の
日
中
文
学
関
係
の
研
究
に

お
い
て
「
日
本
語
小
説
」
と
い
う
用
語
を
正
式
に
使
用
し
た
の
は
、
本
書
が

初
め
て
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
分
野
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
ま
ず
研
究
対

象
を
正
し
く
表
す
用
語
の
確
立
が
重
要
な
こ
と
は
言
を
俟ま

た
な
い
が
、
本
書
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は
建
設
的
な
提
案
を
し
た
点
で
、
意
義
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
い
で
な

が
ら
、「
明
治
小
説（

1
）

」
と
い
う
用
語
は
、
著
名
な
晩
清
文
学
研
究
者
夏
暁
虹
教

授
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
広
く
使
わ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
合
理
性
の
あ
る
用
語
で
あ
る
こ
と
を
書
き
加
え
て
お
く
︒

　
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
「
晩
清
日
本
語
小
説
翻
訳
書
目
録
（
一
八
九
八
〜

一
九
一
一
）」
は
、
晩
清
中
国
に
お
け
る
日
本
語
小
説
の
翻
訳
作
品
合
計

二
〇
一
種
を
網
羅
的
に
収
録
し
た
も
の
で
、
中
国
語
訳
本
の
み
な
ら
ず
、
日

本
語
底
本
な
い
し
西
洋
の
原
典
の
情
報
ま
で
提
示
し
て
お
り
、
同
分
野
の
研

究
者
に
と
っ
て
は
大
い
に
参
考
価
値
が
あ
る
︒
こ
の
目
録
は
、
主
と
し
て
樽

本
照
雄
の
﹃
新
編
増
補
　
清
末
民
初
小
説
目
録
』（
済
南
：
斎
魯
書
社
、
二
〇
〇
二

年
）
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、
著
者
独
自
の
調
査
で
新
発
見
・
修
正
し
た

約
三
十
種
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
晩
清
中
国
に
お
け
る
日
本
語
小
説
翻
訳
に

関
心
の
あ
る
研
究
者
に
は
大
い
に
参
考
に
な
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
て
お
く
︒

　
中
国
学
界
で
は
、
従
来
「
晩
清
に
日
本
の
小
説
を
翻
訳
し
た
際
、︹
日
本
の
︺

主
流
文
学
を
粗
略
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
」（
四
頁
）
と
い
う
否
定
的
な
認
識

が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
︒
し
か
し
本
書
は
「
日
本
を
参
照
に
」「
周

辺
か
ら
中
国
を
見
る
」「
外
か
ら
中
を
照
ら
す
」（
四
〜
五
頁
）
と
い
う
視
点

を
と
っ
て
い
る
の
で
、「
日
本
語
小
説
の
原
型
」（
一
六
五
頁
）
を
究
明
し
た

上
で
、
日
本
語
小
説
の
中
国
に
お
け
る
翻
訳
を
考
察
し
、
日
中
文
学
の
比
較

分
析
を
展
開
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
に
著
者
は
晩
清
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
日

本
作
家
の
本
国
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
詳
細
に
検
討
し
た
後
で
、
従
来
の
認

識
に
反
論
を
し
、
晩
清
中
国
の
小
説
翻
訳
は
明
治
日
本
の
主
流
文
学
を
粗
略

に
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
︒
本
書
は
明
治
日
本
の
文
壇
・
思

潮
の
状
況
に
つ
い
て
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は

日
本
の
状
況
を
充
分
に
吟
味
し
た
う
え
で
、
こ
の
結
論
に
達
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
︒
こ
の
認
識
の
修
正
に
よ
っ
て
、
晩
清
中
国
の
日
本
語
小
説

翻
訳
を
研
究
す
る
価
値
の
見
直
し
が
期
待
さ
れ
る
︒

　
本
書
に
つ
い
て
、
敢
え
て
望ぼ
う

蜀し
ょ
くを

述
べ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
巻
末
の
翻
訳

目
録
が
中
国
語
訳
本
に
関
し
て
そ
の
初
版
し
か
収
録
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
︒
各
翻
訳
作
品
の
中
国
に
お
け
る
伝
播
過
程
を
示
す
再
版
の
情
報
も
ぜ
ひ

知
り
た
か
っ
た
︒
せ
っ
か
く
の
翻
訳
目
録
な
の
で
、
作
品
名
・
訳
者
（
作
者
）・

出
版
社
（
掲
載
誌
）・
発
表
年
代
の
ほ
か
に
、
小
説
類
型
（
ジ
ャ
ン
ル
）・
出
版

地
・
分
量
（
ペ
ー
ジ
数
）・
定
価
・
連
載
回
数
・
発
行
部
数
・
再
版
回
数
な
ど

の
情
報
も
あ
れ
ば
な
お
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

　
と
は
い
え
本
書
は
、
晩
清
中
国
に
お
け
る
日
本
語
小
説
翻
訳
の
研
究
を
深

化
さ
せ
、
多
方
面
で
大
き
く
推
進
さ
せ
た
好
著
で
あ
り
、
中
国
近
代
翻
訳
文

学
、
日
中
近
代
文
学
関
係
、
な
い
し
は
日
中
近
代
文
学
の
比
較
研
究
に
お
い

て
も
意
義
の
あ
る
研
究
成
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
中
国
学
界
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
学
界
に
も
薦
め
た
い
著
作
で
あ
る
︒

　
中
国
出
身
で
、
今
日
本
で
韓
国
文
学
・
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
を
研
究
し
て

い
る
書
評
者
か
ら
す
る
と
、
日
中
韓
三
国
の
関
係
、
あ
る
い
は
も
っ
と
範
囲



244

を
広
げ
た
東
ア
ジ
ア
文
学
研
究
の
視
座
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
性
と
可
能

性
に
つ
い
て
思
い
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
︒
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
晩
清

中
国
に
伝
わ
っ
た
日
本
語
小
説
だ
が
、
そ
の
多
く
は
、
日
本
か
ら
直
接
韓
国

に
、
あ
る
い
は
中
国
語
訳
を
経
由
し
て
韓
国
に
伝
わ
っ
た
︒
当
時
、
日
本
・

中
国
・
韓
国
の
翻
訳
小
説
は
お
互
い
に
密
接
な
交
渉
・
影
響
関
係
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
︒
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
書
評
者
自
身
の
課
題
と
し
て
今
後
考

え
て
い
き
た
い
︒

　
著
者
が
後
記
で
「︹
本
書
の
︺
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
の
研
究
に
も
ま
だ
解
決
で

き
て
い
な
い
問
題
を
残
し
て
い
る
」（
二
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
分
野
に
は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
大
い
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
李
艶

麗
氏
と
と
も
に
書
評
者
も
、
本
書
の
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